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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、 3歳児う蝕に影響を与える要因分析および妊婦歯科健康診査の有効
性を検証することである。研究対象者は、1歳6か月児・3歳児健康診査を受けた647人の子どもとその母親であ
る。
3歳児のう蝕有病率は14.5%であり、間食回数または規則性、母親の定期的な歯科健診、歯周病に関する知識、母
親または家族の喫煙習慣と有意に関連していた。また、出産後に定期的な歯科健診を受ける母子の割合は増加
し、1歳6か月時の母親の定期歯科健診受診率は、妊婦健診群では有意に高かった。
これらの結果から妊婦歯科健康診査は、母親が自分自身や子供のための良好な保健行動獲得に影響を与える可能
性がある。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to analyze factors influencing dental caries in 
3-year-old children and to investigate the effectiveness through prenatal oral health examination. 
The subjects enrolled in this study were 647 children and their mothers who received oral health 
examinations at both the 18-month and 3-year-old health check-up. 
The prevalence rate of dental caries in the 3-year-old children was 14.5%. It showed that dental 
caries was significantly associated with the number or the regularity of eating between meals, 
regular dental check-up, knowledge of the mother about periodontal disease, and smoking habits of 
mother or family member. In addition, the rate of regular dental check-up of mother at 18-month-old 
child checkup was higher in the prenatal examination group.
These results indicated that prenatal oral health examinations may influence mothers to acquire good
 health behavior for themselves or their child such as having regular dental check-up after 
childbirth.

研究分野： 口腔保健学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
妊娠中の口腔健康管理は重要であるが、乳幼児期の乳歯う蝕予防を見据えた妊娠期から出産後、幼児期に至る縦
断的な研究報告は少ない。本課題において、3歳児のう蝕に影響を与える要因を予測する因子を明らかにしたこ
とは、乳児の健康格差を解消する取り組みを検討する上で、その学術的意義は大きい。更に、良好な口腔保健行
動に対する妊婦歯科健康診査の有効性を明らかにした研究成果は、地方自治体の実施する健診事業の意義を示す
基礎資料となり、妊産婦歯科保健サービス構築の重要な施策として無料妊婦歯科健康診査導入の検討に繋がるな
ど、社会的意義が大きいと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、わが国の幼児のう蝕罹患率は減少傾向にあるが、1歳 6か月から 3歳にかけてはう蝕有

病率が増加する傾向がみられる。幼児期のう蝕には、間食の頻度、歯磨き習慣、保護者の口腔衛
生に関する知識などが関係しているが、重度のう蝕を有する幼児も存在するなど、健康格差が認
められるとの報告もある。 
妊娠中の口腔環境を良好に保つことは母子の健康管理に非常に重要であるが、妊婦歯科健康

診査の受診率は約 30％と極めて低い。妊婦歯科健康診査の実施は各自治体に委ねられているた
め実施内容には違いがみられ、妊婦の口腔保健に対する意識や知識、保健行動に大きく影響して
いると考えられる。しかし、幼児期のう蝕に関して歯科健康診査の結果などを用いた横断研究は
みられるが、妊娠期から出産後、幼児期に至る縦断的な研究報告は少ない。 
 
２．研究の目的 
本研究課題では、3歳児のう蝕に影響を与える要因を分析し、更に後ろ向きコホート研究によ

りう蝕関連の口腔保健行動に対する妊婦歯科健康診査の有効性を検証することを目的とした。
これらの結果から小児のう蝕罹患に関与する介入可能な社会的要因を突き止め、妊産婦歯科保
健サービス構築に寄与する施策を検討する。 
 
３．研究の方法 
１）対象者 
（１）幼児歯科健康診査（1歳 6か月児健康診査・3歳児健康診査） 
2015年 4月から 2020年 3月までに徳島県鳴門市が実施した 1歳 6か月児健康診査と 3歳児健  

康診査の両方で歯科健康診査を受けた 647 人の子どもとその母親を対象とした。1歳 6か月児健
康診査および 3 歳児健康診査を受診予定の対象者にアンケート用紙と本研究の目的を説明した
説明書を郵送し、健診日当日に回収を行った。同意が得られなかった対象者は分析から除外し、
記入済み項目のみを集計した。 
(２)妊婦歯科健康診査 
2013年 4月から2016年 3月までの間に鳴門市にて実施している無料妊婦歯科健康診査を受診

した妊婦を対象とし、口腔保健行動に関するアンケートを含む妊婦歯科健診票を郵送した。各歯
科医院では、来院した妊婦に対して歯科健康診査と結果説明を行った後、対象者に応じた歯科保
健指導を実施した。 
 
２）分析項目 
各ステージにおける口腔保健の現状と 3 歳児う蝕との関連性についてχ2検定を用いて分析を

行った。分析項目を下記に示す。 
（１）妊娠期：「母親の年齢」「第何子」「歯科健康診査受診の有無」の 3項目とした。 
（２）1歳 6か月児歯科健康診査：「口腔衛生状態」「間食の頻度」「保護者の仕上げ磨き」「母親
のフッ化物の知識」「母親の歯周病の知識」「母親の定期歯科健康診査の受診の有無」「母親の喫
煙習慣」の 7項目とした。 
（３）3歳児健康診査 
「口腔衛生状態」「間食の規則性」「間食の頻度」「保護者の仕上げ磨き」「母親のフッ化物の知識」
「母親の歯周病の知識」「子どもの定期歯科健康診査受診の有無」「母親の定期歯科健康診査受診
の有無」「家族の喫煙習慣」の９項目とした。 
 
３）幼児の歯科健康診査の内容 
1 歳 6 か月児歯科健康診査と 3歳児歯科健康診査では、う蝕と口腔衛生状態について診査を行

った。いずれの歯科健康診査も、鳴門市から委託された地域の歯科医院の歯科医師 26 名によっ
て実施した。う蝕の評価は、厚生労働省の母子健康診断・保健指導実施要項に基づき評価を行っ
た。子どもの口腔衛生状態は徳島県母子保健マニュアルに基づき評価を行った。 
 
４）統計学的分析 
統計分析は、IBM SPSS Statistics 26 ソフトウェア (IBM SPSS、東京)を使用し、有意水準は

p<0.05 に設定した。 
 
５）研究倫理 
本研究の実施に先立ち、研究内容について徳島大学病院生命科学・医学系研究倫理審査委員会

の承認を得た（承認番号：3042-3）。 
 
 
４．研究成果 



１）3歳児のう蝕発症要因の分析 
う蝕の有病率は、1歳 6か月児で 0.8%、3 歳児で 14.5%であった。 
（１）3歳児う蝕と 1歳 6か月児の口腔状態および生活習慣との関連性 
1 歳 6 か月児歯科健康診査時の母親の平均年齢は、32.8±5.1 歳であった。1 歳 6 か月児歯科健
診の項目で、3 歳児う蝕と有意な関連が認められたのは、「子どもの口腔衛生状態の不良」、「間
食回数 3 回以上」、「母親の喫煙習慣あり」であった。また、母親が歯周病についての知識がある
者の子どもはう蝕の有病率が有意に低かった。 
（２）3歳児う蝕と 3歳児の口腔状態および生活習慣との関連性 
「子どもの口腔清掃状態の不良」「間食回数 3 回以上」の項目が、3 歳児う蝕と有意に関連して
いた。また、家族の中に喫煙習慣がある者がいると答えた子どもは、う蝕の有病率が高く、「歯
周病の知識」を有する母親の子どもはう蝕の有病率が有意に低かった。 
（３）3歳児う蝕と妊婦歯科健康診査との関連性 
鳴門市が実施した歯科健康診査を受診した者は、3歳児のう蝕有病率が有意に低かった。 
3 歳児歯科健康診査時のう蝕の有無を従属変数、1歳 6か月児健康診査時の調査項目を独立変数
とした二項ロジスティック回帰分析を行った。多重共線性に対処するため使用する項目間の相
関係数またはファイ係数の絶対値を 0.25 以下に設定した。 
 
う蝕と関連が認められた要因は、間食の頻度が 
3 回以上 (OR=2.65,  p<0.001) 歯周病の知識がなし 
 (OR=1.88,  p<0.05) 母親の喫煙習慣があり 
 (OR=2.23, p<0.05)の項目で有意な関連が認め 
られた。（右図） 
 
また、3歳児歯科健康診査時の調査項目を 
独立変数とした結果より、3歳児のう蝕罹患に 
関連する項目は、間食が不規則 (OR=1.79,  
p<0.05) 歯周病の知識がなし (OR=1.76,  
 p<0.05) 母親の定期歯科健診がなし  
(OR=1.75,  p<0.05) 家族の喫煙習慣があり  
(OR=1.93,  p<0.01)であった。 
 
２）妊婦歯科健康診査の効果妊婦歯科健康診査の受診とその後の行動変容を検証するために、妊
娠中に定期的な歯科健康診査を受けていなかった妊婦 480 名を対象とし、鳴門市が実施した無
料妊婦歯科健康診査を受けた妊婦健診群（A群）204 名と、受けなかった非健診群（D群）276 名
の 2 群に分け、妊婦歯科健診後の母親の口腔保健行動の変化について McNemar 検定による分析
を行った（右図）。 
その結果、両群とも妊娠から 1歳 6か月児 
歯科健康診査、1歳 6か月から 
3 歳児歯科健康診査に至る期間の 
保健行動の有意な改善が見られた 
(p<0.01)。1歳 6か月児健康診査時の 
両群の差をχ2検定で分析した結果、 
母親の定期歯科健診受診率は A群 
29.9%、D群 20.5%と有意な差が 
認められたが、3歳児の時点では、 
A 群 50.0％、D群 42.5％で、有意差は 
認められなかった。 
 
考察 
二項ロジスティック回帰分析の結果より、間食回数が「3回以上」と答えた子どもは「2 回以

下」の子どもに比べて 2.65 倍う蝕に罹患しやすく、間食時間について「不規則」と答えた子ど
もは、「規則的」と答えた子どもの 1.79 倍う蝕になりやすいことが明らかになった。これまでの
先行研究においても間食回数とう蝕罹患については報告されており、今回の調査でも同様の傾
向が認められた。今回は間食の内容については調査していないが、佐々木らは間食回数が 3回以
上と答えた者は甘い間食習慣と関係しているとの報告があることことからも注意すべき事項で
あると考えられる。 
う蝕の発生は口腔細菌、発酵性糖質、宿主と歯、時間要因の同時作用した結果であることが知

られているが、Fejerskov は脱灰―再石灰化を中心に社会環境要因なども深く関与していること
を報告した。本研究で、歯周病の知識のない母親の子どものう蝕有病者率が有意に高い結果が示
された。また、母親が定期的に歯科健診を受けている母親と受けていない母親では、子どものう
蝕の有病率に有意な差が認められた。このことは、母親の口腔の健康への関心が、子どものむし
歯予防につながることを示していると考えられる。 
う蝕う蝕の主な原因菌である Streptcoccus mutans と Streptcoccus sobrinus は養育者（主



に母親）の唾液から伝播すると考えられている。そのため、母親が良好な口腔状態を維持するこ
とが S.mutans の減少に繋がることを認識し、望ましい保健行動をとるように支援する必要があ
る。 
タバコが癌や慢性肺疾患、虚血性心疾患、早産などの全身疾患に影響を及ぼすことはよく知ら

れているが、最近では、喫煙とう蝕との関係が明らかにされてきており、家族の喫煙状況とう蝕
との関係も報告されている。中山らは家庭内の喫煙者の有無と 3 歳児のう蝕と関係があると報
告していたが、本研究においても、1歳 6か月の時点で母親の喫煙と 3歳児う蝕と有意に関係し
ていることが示された。さらに、3歳児う蝕と家族の喫煙にも有意な差が認められた。今回の結
果から、母親に対して喫煙が子どもに及ぼす影響について知識を深めてもらうとともに、家族に
対しても受動喫煙のリスクについてなど禁煙教育を広めていく必要がある。 
本研究では妊婦歯科健康診査の受診理由については調査しなかったが、鳴門市の受診率は

46.2%であり、久保らの妊婦歯科健康診査 26.5％に比べ高い受診率であった。また、鳴門市が実
施している妊婦歯科健康診査を受けた（妊婦健診群）は、健診を受けなかった群（非健診群）に
比べ 1 歳 6 か月児歯科健康診査時点において母親の定期歯科健康診査の受診率が有意に高かっ
たことから、妊婦歯科健康診査を受けたことにより行動変容がおきたと考えられる。笹原らは、
定期歯科健診の行動に影響する要因として、「歯の健康に対する関心要因」を報告している。今
回、妊婦健診群が非健診群に比べ定期歯科健診受診が有意に高かった理由としては、歯科医院に
おいて妊婦歯科健診を受けた後、歯科保健指導を受けたことにより口腔健康に対する意識が高
まったことが考えられる。一方、3歳児歯科健康診査時点においては、両群間での差は認められ
なかった。これは、非健診群の母親も、1歳 6か月児健康診査など子どもの歯科健康診査の受診
などを通して、歯や口腔の健康に対する意識が高まり受診率が向上したと考えられる。また、3
歳児歯科健康診査において、子どもの定期歯科健康診査について 2群間比較した結果、有意な差
が認められた。 
これらの結果より、妊婦歯科健康診査の受診により妊婦が自分と子どもの口腔の健康の重要

性をより認識し、望ましい保健行動につながったと考えられる。妊婦歯科健康診査は母親の口腔
保健行動の変化や子どものう蝕予防に繋がると考えられた。 
   
結論 
 3 歳児う蝕に関連する要因として、間食、定期歯科健診、歯周病に関する知識、喫煙習慣が示
された。さらに、妊婦歯科健康診査は、出産後の定期的な歯科健診受診など、母親が自分自身や
子どものための良好な保健行動獲得に影響を与える可能性がある。 
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